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報告要旨 

 

本稿は Kehoe and Ruhl (2013) の分析手法を用いて、東日本大震災における輸

出減少を extensive margin と intensive margin に分解し、その要因を分析した。そ

の結果、震災後の輸出減少は、少額の輸出品目の変化である extensive margin で

はなく、輸出額の大きな品目の変化である intensive margin によって説明されるこ

とが明らかになった。例えば、震災後の 2011 年 4 月、日本全体では intensive margin

は前年同期比 15%減少したのに対し、extensive margin は 9%増加した。更に、そ

れら減少率が大きかった品目は、自動車、船舶、印刷機器、テレビなど製造工程

においてサプライチェーンが重要な役割を果たす製造業の品目に集中している

ことがわかった。 

 

                                                        
* hiroyuki.kuwahata@gmail.com 


